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ンス ･ドイツ ･アジアの歴史と今日の世界- ｣における報告)































































人 文 学 報
である｡
nationの類義語としてpatrieがあり,nationはつねにpatrieとの関連において観察されて









































































































2) 森井真 ･田代藻訳 『ジャンヌ ･ダルク』中公文庫,141ページ｡






































nationale国民議会- 1789年 6月17日),封建的な諸特権の廃止 (1989年8月4日)と人権宣言にお












































(5) 最後にこの祭典においては ｢祖国の祭壇｣が中心に置かれていることに注目しよう｡ 祖













































3) 革命期における祖国の観念については,中谷猛 ｢フランス革命と祖国の観念- 王朝的祖国の観
念から市民的祖国の観念-- ｣(『立命館法学』1988年5･6号)を参照｡
4) リン･ハント｢共和主義の社会的･心理的基礎｣(r思想』1990年3月号)参照0





























































































































































































































































































































時に拡張的である｡ 国民は固有の空間 (メートル法)と風景 (地誌の編纂)を望む｡
(5) 心理的意味- 国民のもつ情動的な側面は,多くの場合,家族 (父,母,兄弟,姉妹,チ
供,など)や風景 (故郷一共同体)の表象をかりて表現され,強い動員力をもつ ｡ 友愛と敵対は
国民の基本的な情念となり,アイデンティティが国民の固定観念となる｡ 国民は国旗と国歌と
祝祭日を必要とする｡













































7) 矢田俊隆訳 『世界市民主義と国民国家- ドイツ国民国家発生の研究』(Ⅰ,Ⅱ)岩波書店｡
8) ｢国家イデオロギーとしての文明と文化｣(関西フランス史研究会第17回大会 〔1991年10月10日〕
報告),および 『国境の越え方- 比較文化論序説』(筑摩書房,1992年)における文明と文化にか
んする諸章 (第5-7章)｡
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